

第
34条
第
２
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
















業
大
臣
が
災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案

















し
て
定
め
る
期
間
に
保
安
検
査
を
受
け

















た
場
合
は
そ
の
旨









［
新
設
］


そ
の
他
必
要
な
事
項










［
新
設
］

５
［
略
］

５
［
略
］

様
式
第
21（
第
36条
関
係
）

様
式
第
21（
第
36条
関
係
）

［
略
］

［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

４
備
考
の
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

















記
載
す
る
こ
と
。









［
新
設
］


第
34条
第
２
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
















業
大
臣
が
災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案

















し
て
定
め
る
期
間
に
保
安
検
査
を
行
っ

















た
場
合
は
そ
の
旨










そ
の
他
必
要
な
事
項










様
式
第
22（
第
36条
関
係
）

様
式
第
22（
第
36条
関
係
）

［
略
］

［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

４
備
考
の
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

















記
載
す
る
こ
と
。









［
新
設
］


第
34条
第
２
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
















業
大
臣
が
災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案

















し
て
定
め
る
期
間
に
保
安
検
査
を
行
っ

















た
場
合
は
そ
の
旨










そ
の
他
必
要
な
事
項










様
式
第
34（
第
49条
関
係
）

様
式
第
34（
第
49条
関
係
）

［
略
］

［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

備
考
１
～
３
［
略
］

４
備
考
の
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

















記
載
す
る
こ
と
。









［
新
設
］


第
34条
第
２
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
















業
大
臣
が
災
害
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案

















し
て
定
め
る
期
間
に
保
安
検
査
を
行
っ

















た
場
合
は
そ
の
旨










そ
の
他
必
要
な
事
項










５
［
略
］

４
［
略
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
七
十
三
条
の
六

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
主
務

省
令
で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
当
該
時
期
に
法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
審
査

（
以
下
「
使
用
前
安
全
管
理
審
査
」
と
い
う
。）を

受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業

大
臣
又
は
電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す

る
産
業
保
安
監
督
部
長
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て

定
め
る
時
期
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
三
条
の
六

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
主
務

省
令
で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
回
の
法
第
五
十
一
条
第
七
項
の
通
知
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
通
知
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
、
使
用
前
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
き

十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
と
評
定
さ
れ
た

組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
使
用
前
安
全
管
理
審

査
に
係
る
使
用
前
自
主
検
査
が
終
了
し
た
日
と

前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
超
え
な
い
日
と
の
間
に
第
七
十
三
条
の
三
第

一
号
及
び
第
三
号
の
工
事
の
工
程
に
お
い
て
行

う
使
用
前
自
主
検
査
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
三
月

を
超
え
な
い
時
期

一

前
回
の
法
第
五
十
一
条
第
七
項
の
通
知
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
通
知
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
、
使
用
前
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
き

十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
と
評
定
さ
れ
た

組
織
で
あ
っ
て
、
前
回
の
法
第
五
十
一
条
第
三

項
の
審
査
（
以
下
「
使
用
前
安
全
管
理
審
査
」

と
い
う
。）に
係
る
使
用
前
自
主
検
査
が
終
了
し

た
日
と
前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
を
超
え
な
い
日
と
の
間
に
第
七
十
三
条

の
三
第
一
号
及
び
第
三
号
の
工
事
の
工
程
に
お

い
て
行
う
使
用
前
自
主
検
査
を
行
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
前
回
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三

年
三
月
を
超
え
な
い
時
期

二
・
三

﹇
略
﹈

二
・
三

﹇
略
﹈

第
七
十
三
条
の
六
の
二
〜
第
九
十
四
条

﹇
略
﹈

第
七
十
三
条
の
六
の
二
〜
第
九
十
四
条

﹇
略
﹈

第
九
十
四
条
の
二

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲

げ
る
時
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
四
条
の
二

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲

げ
る
時
期
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

２

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
定
電

気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安

２

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
特
定
電

気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業
保
安

令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
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